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 前回は「ぬりえ」のリラックス効果についてご紹介させていただきました。ぬりえ

にはリラックス効果と同時に脳を活性化させる効果もあります。今回は、脳トレとし

ての「ぬりえ」の効果についてご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「ぬりえ」による脳の活性化 
「ぬりえ」をすると①後頭葉～⑤運動野まで脳のすべての部位が協調して働いてい

ることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色を探し、触れて、使って楽しむことが脳にとって良い作用をするので、みなさん

も時間のある時にぜひ「ぬりえ」に挑戦してみてください。 

                     参考図書：尾崎康子・古賀吉彦ほか 「ぬりえの不思議-心と体の発達に見るその力-」 

認知症に対するぬり絵の効果 
 

認知症の患者さん 12名に知能テストを実施し、半数の 6 名にはその後 1か月間ほぼ毎

日「ぬりえ」をしてもらい、残りの 6 名は「ぬりえ」をしないでもらいました。 

1 か月後、再び知能テストを行うと「ぬりえ」をしてもらった患者さんは成績が向上し

ていたのに対し、「ぬりえ」をしなかった患者さんは変化が見られませんでした。 

 

 

 

 

「ぬりえ」は脳全体をバランスよく使い活性化させる 

 

どのような色を使い、ど

のようなタッチでクレヨ

ンや色鉛筆を動かすかプ

ランを立てる 

絵全体のバランスを見極め

ながら、構成をコントロー

ルする 

ぬり絵のお手本を

しっかりみる 過去に見た記憶を参照し、

下絵を正確に把握する 

手を動かすこと ③頭頂葉 
 

⑤運動野 
 ④前頭連合野 

 

②側頭葉 
 

①後頭葉 
 


